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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

   当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策の効果や輸出環境の改善等により、景

  気は緩やかな回復基調で推移しているものの、原材料及びエネルギー価格の高騰は依然として厳しい状況が続い

  ており、先行き不透明な状況で推移いたしました。

   当社グループの属する宝飾業界においては消費者マインドの改善が期待されております。

   当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司は、イタリアブランドの「ＦＲＡＮＣＯ ＥＬＬＩ」をメインと

  した高額商品を揃え、平成26年９月に新たに２店舗オープンさせ、同社では第11号店まで店舗展開するとともに

  もに卸販売も積極的に行ってまいりました。

   一方、当社の子会社株式会社バージンダイヤモンドが展開するダイヤモンド事業では、エンゲージリング及び

  マリッジリングをメインとした新サイト「ＶｉｒｇｉｎＤｉａｍｏｎｄ」、楽天市場の「ザ・ベストサプライズ」

  及び「ザ・ベストサプライズ本店」のインターネット販売に加え、本社ビル１Ｆのバージンダイヤモンドショー

  ルームでは、ブライダルジュエリー等の販売を行っております。

   他方、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）においては、自社研磨による原石加工販

  売を行っております。

   なお、当社の子会社株式会社サハダイヤモンド・トレーディングは、商社機能を持っており、各種商品を扱う

  ことができます。

   加えて、不動産賃貸事業（本社ビルのテナント貸出等）を行っております。

    この結果、当第２四半期連結累計期間業績の売上高は1,804百万円（前年期比1.5％減）、営業損失は65百万円

    （前年同期は営業利益8百万円）、経常損失は95百万円（前年同期は経常利益0百万円）、四半期純損失96百万円

    （前年同期は四半期純損失15百万円）となりました。

   セグメントの業績は、次のとおりであります。

  （海外事業）

   中国における事業では、卸販売が予想どおりに推移しなかったことから、売上高は551百万円（前年同期比

  30.6％減）、セグメント利益は16百万円（前年同期比26.3％減）となりました。

  （ダイヤモンド事業）

   日本におけるダイヤモンド事業では、インターネット販売が低迷したため、売上高は23百万円（前年同期比

  89.0％減）、セグメント損失は7百万円（前年同期はセグメント利益50百万円）となりました。

  （ダイヤモンド研磨事業）

   当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）の売上高は1,180百万円（前年同期比44.8％増）

    、セグメント損失は0百万円（前年同期はセグメント利益17百万円）となりました。

  （トレーディング事業）

   トレーディング事業の売上高は－百万円（前年同期比－％）、セグメント損失は0百万円（前年同期はセグメ

    ント損失0百万円）となりました。

  （不動産賃貸事業）

   不動産賃貸事業（本社ビルのテナント貸出等）の売上高は49百万円（前年同期比527.0％増）、セグメント利

    益は3百万円（前年同期はセグメント利益1百万円）となりました。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

      連結業績予想につきましては、当社グループが展開するダイヤモンドを中心としたジュエリー販売はクリスマ

    スシーズンを含む下半期に業績の回復が予想されることから、平成26年５月20日の「平成26年3月期 決算短信」

    で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

     なお、上記の予想は、当社が現時点で把握可能な情報から判断する一定の前提に基づいた見込みであり、多分

    に不確定な要素を含んでおります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

      当社グループは、平成16年3月期より、継続的な純損失を計上し、キャッシュ・フロー面でも営業活動による

  キャッシュ・フローのマイナスが続いております。

   当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

   四半期連結財務諸表提出会社である当社グループは、当該状況を解消すべく早期黒字化を図ることが優先課

  題であり、主に以下に示す施策を積極的に推進してまいります。

  ①コストダウン施策の実施及び強化

   利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しによる原価の削減、人件費の抑制及びその他経費全

  般についての見直しを行い収益改善を図ってまいります。

  ②海外事業の強化

   当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司のさらなる店舗展開及び集客を強化するとともに、卸販売も積

  極的に行ってまいります。

  ③インターネット及び店舗販売の強化

   当社の子会社バージンダイヤモンドは、新たにブライダルリングのサイトを立ち上げるとともにバージンダ

  イヤモンド・ショールームにおける集客に注力してまいります。

  ④ダイヤモンド研磨事業の強化

   当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）に最先端の技術と設備及びシステムを導入し

  ております。これにより、ダイヤモンド研磨事業の大幅な技術の向上とコストダウンを図り、生産力と販売力

  を改善いたします。

   当社グループといたしましては、主に以上の施策を実施することにより、利益体質への転換と、事業の資金面

  での安定化に努めてまいります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 335 235 

受取手形及び売掛金 466 402 

たな卸資産 1,491 1,467 

その他 174 296 

貸倒引当金 △14 △11 

流動資産合計 2,453 2,391 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,541 1,498 

減価償却累計額 △102 △128 

建物及び構築物（純額） 1,439 1,369 

土地 124 122 

その他 111 109 

減価償却累計額 △55 △61 

その他（純額） 56 47 

有形固定資産合計 1,620 1,539 

無形固定資産    

その他 1 0 

無形固定資産合計 1 0 

投資その他の資産    

投資有価証券 0 0 

固定化営業債権 270 270 

その他 11 8 

貸倒引当金 △275 △272 

投資その他の資産合計 7 6 

固定資産合計 1,628 1,546 

資産合計 4,081 3,937 

 

- 4 -

（株）サハダイヤモンド（9898）平成27年3月期 第2四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 194 82 

短期借入金 299 305 

未払法人税等 1 0 

前受金 590 614 

その他 27 58 

流動負債合計 1,112 1,061 

固定負債    

その他 8 8 

固定負債合計 8 8 

負債合計 1,120 1,070 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100 100 

資本剰余金 2,040 2,040 

利益剰余金 △334 △431 

自己株式 △2 △2 

株主資本合計 1,802 1,705 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 63 61 

その他の包括利益累計額合計 63 61 

少数株主持分 1,094 1,099 

純資産合計 2,960 2,867 

負債純資産合計 4,081 3,937 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 1,830 1,804 

売上原価 1,655 1,696 

売上総利益 175 107 

販売費及び一般管理費 167 172 

営業利益又は営業損失（△） 8 △65 

営業外収益    

受取利息 0 1 

貸倒引当金戻入益 14 5 

その他 1 2 

営業外収益合計 17 10 

営業外費用    

支払利息 7 12 

為替差損 16 28 

その他 0 0 

営業外費用合計 24 40 

経常利益又は経常損失（△） 0 △95 

特別損失    

固定資産除却損 3 － 

特別損失合計 3 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △3 △95 

法人税、住民税及び事業税 3 2 

法人税等調整額 － － 

法人税等合計 3 2 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △6 △98 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 8 △1 

四半期純損失（△） △15 △96 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △6 △98 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 44 4 

その他の包括利益合計 44 4 

四半期包括利益 37 △93 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 9 △99 

少数株主に係る四半期包括利益 28 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、当第２四半期連結累計期間において96百万円の四半期純損失を計上、平成16年３月期より 

継続的な損失を計上しており、キャッシュ・フロー面でも、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスが 

続いております。 

   これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

  四半期連結財務諸表提出会社である当社グループは、当該状況を解消すべく平成26年度の事業計画に沿って、 

 引き続き収益体質の改善を図るための対応策を講じてまいります。 

   コストダウン施策の実施及び強化につきましては、利益率の改善を図るべく、徹底した商品コストの見直しに 

  よる原価の削減、その他経費全般についての見直しを行い改善してまいります。 

  また、当社の海外子会社維真珠宝（上海）有限公司のさらなる店舗展開及び集客を強化するとともに、卸販売 

 も積極的に行います。 

   加えて、当社の子会社バージンダイヤモンドは、新たなブライダルリングのサイトを活用し、バージンダイヤ 

 モンド・ショールームに集客してまいります。 

    なお、ダイヤモンド研磨事業の大幅なコストダウンを図り、生産力と販売力を改善いたします。 

   当社が財務内容を改善していく方策としては、当社グループの主要各事業（海外事業、ダイヤモンド事業、ダ 

 イヤモンド研磨事業、トレーディング事業、不動産賃貸事業）の営業収益の拡大を重視しており、目標を達成で 

 きるよう慎重且つ大胆に各事業の収益体質の改善に注力してまいります。 

    しかしながら、当社グループが属する宝飾品業界は価格競争により企業業績に関する不透明な状況があります。 

  また、十分な資金確保が安定しないことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の 

 影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

    該当事項はありません。

 

- 8 -

（株）サハダイヤモンド（9898）平成27年3月期 第2四半期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

 １.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
  海外事業 

ダイヤモンド

事業 

ダイヤモンド

研磨事業 

トレーディン

グ事業 

不動産賃 

事業 

売上高            

外部顧客への売上高 793 214 814 － 7 1,830 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 1 1 

計 793 214 814 － 9 1,832 

セグメント利益又は損失（△） 22 50 17 △0 1 91 

 

 ２.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 91

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △83

四半期連結損益計算書の営業損失 8

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

  Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

 １.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
  海外事業 

ダイヤモンド

事業 

ダイヤモンド

研磨事業 

トレーディン

グ事業 

不動産賃 

事業 

売上高            

外部顧客への売上高 551 23 1,180 － 49 1,804 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 1 1 

計 551 23 1,180 － 50 1,805 

セグメント利益又は損失（△） 16 △7 △0 △0 3 12 

 

 ２.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 12

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △77

四半期連結損益計算書の営業損失 △65

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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